
 

 

 

 

 

東政連設立 30周年記念式典を、 

6月 9日(月)、ハイアットリージェ 

ンシー東京で平成 26年度通常総会 

に引き続き執り行った。 

式典には、会員はじめ、来賓の印 

刷関連団体の代表役員と東京都印刷 

産業議員連盟議員と合わせて約 50名 

が出席した。東政連の存在と役割を 

改めて認識し、決意も新たに印刷・ 

関連産業の振興・発展と社会的地位 

の向上を誓った。 

 

  森永会長が主催者を代表して次のとおり挨拶した。 

 「東政連は昭和 58年に印刷・関連産業の振興・発展と社会的地位向上を目的に設立され

た。30年間における諸先輩の方々の並々ならぬご尽力に対して、敬意を表する。この 10年

間に目を向ければ、東京都発注印刷物の入札において、不適当な廉価落札への防止策とし

て印刷物を物品購入から請負契約への移行を実現させるなど様々な成果を上げてきた。そ

の活動の中心的な役割を果たしてきた会長、幹事長はじめ、会員の皆様に改めて感謝の意

を表したい。」 

 そして、この 10年間、東政連の運営・活動に貢献した、木元武一元会長、荒川龍治前会

長、瀬田安弘元幹事長、伊藤幸次前幹事長の 4 氏に対してその功績を称え、当日出席した

伊藤氏に感謝状と記念品を贈呈した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

東政連設立 30周年記念式典を開催 

日時：平成 26年 6月 9日(月) 16:30～17:00 

場所：ハイアットリージェンシー東京 

 

  


